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この薬価基準は、平成 年３月４日厚生労働省告示第 号に基づき編集したものです。
平成 年４月１日から実施されます。
本書の使用にあたっては、つぎの各項にご留意ください。

１．内用薬、外用薬、歯科用薬剤は一括して品名 音順に配列し、そのあとに注射薬を品
名 音順で記載しました。

２．品名の前に付した略号は以下の通りです。
……薬価制度において「先発医薬品」として整理しているもの

①……後発医薬品がない先発医薬品［後発医薬品の上市前の先発医薬品等（平成
年４月１日現在）］

②……後発医薬品がある先発医薬品［先発医薬品と後発医薬品で剤形や規格が同
一でない場合等を含む（平成 年４月１日現在）］

① ②は厚生労働省ホームページ公開の「薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について」５．そ

の他（各先発医薬品の後発医薬品の有無に関する情報）で更新されるので、最新の区分を確認してください。

☆……後発医薬品と同額又は薬価が低い先発医薬品
……準先発品（昭和 年以前に承認・薬価収載された医薬品のうち価格差のあ
る後発医薬品があるもの）
……診療報酬において加算等の算定対象となる後発医薬品
★……診療報酬上の加算等の対象から除外する後発医薬品［先発品と価格逆転
（同額含む）が起こっている品目］
以上は、「薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について（平

成 年４月１日適用）」（厚生労働省、平成 年３月４日公表）（http:www.mhlw.
go.jptopics201604tp2016040101.html）に準拠。
……外用薬 ……歯科用薬剤
……劇薬 ……向精神薬 ……毒薬 ……覚せい剤原料
……麻薬 ……生物由来製品 ……特定生物由来製品
……処方せん医薬品（内用薬・外用薬・歯科用薬剤の該当品目に対して表示）
……日本薬局方収載医薬品（統一収載）
……銘柄別収載日本薬局方収載医薬品
……統一名で薬価収載された品目（統一名収載品目）（統一名収載の局方品を含む）

……平成 年９月 日までが使用期限の経過措置品目。
……平成 年３月 日までが使用期限の経過措置品目。
（経過措置品目は、平成 年３月４日厚生労働省告示第 号に基づく。

※……製造販売承認の品名では、他社の品名と区別できない品目で、官報告示の
際、品名の次に括弧書によって医薬品製造販売業者名の略称を加えたこと
を示す。

麻薬、毒薬、向精神薬、覚せい剤原料は、これらを調剤したとき加算（２種以上重複し
た場合は１種のみ）があるので、調剤料の算定の際には注意を要します。
また マークが付された品目であっても、散剤、細粒剤、顆粒剤であって、１服用単位

ごとに分包化されたものは、劇薬から除外される場合もあります。
メーカー名は、製造販売承認取得会社名（可能な限りにおいて販売会社名）として記し

ました。薬価基準は、消費税に相当する額を含む価格で告示されています。
３．内用薬、外用薬には可能な限り新一般名（配合剤を除く）、用法・用量等（必要に応じて標榜薬効
等）を付しました。
用法・用量は、あくまでも調剤報酬算定の参考のためであり（平成 年２月末時点での添付文

書に準拠）、詳細等については、当該医薬品の添付文書を参照・確認・準拠してください。
４．「薬効」と「分類」は原則として、「日本標準商品分類（平成２年６月改訂）」に準拠（一部改変）
しております。本書p.xviiの薬効分類を参照してください。

２０１６年３月４日
㈱ 薬 事 日 報 社
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ア

内・外・歯 アイ

６８０５０ アイオピジンUD点眼液１％
１％０１mL１個

日本アルコン 眼科用剤 アプラクロニジン塩酸塩点眼液 アプラ

クロニジンとして１０mg１mL中 レーザー照射１時

間前、及び照射直後に術眼に１滴ずつ点眼 レーザー

術後眼圧上昇防止剤

１３１９

２６７３０ アイケア点眼液０１％ ０１％５mL１瓶 科研製薬 テイカ
製薬、科研製薬

眼科用剤 精製ヒアルロン酸ナトリウム 角結膜上

皮障害治療用点眼剤 １回１滴、１日５～６回点眼し、適

宜増減、通常は０１％製剤を投与

１３１９

３５８４０ アイケア点眼液０３％ ０３％５mL１瓶 科研製薬 テイカ
製薬、科研製薬

眼科用剤 精製ヒアルロン酸ナトリウム３mg１mL

中 １回１滴、１日５～６回点眼、適宜増減、重症疾患等

で効果不十分の場合には０３％製剤を投与 角結膜

上皮障害治療用点眼剤

１３１９

１５８０ アイケアミニ点眼液０３％
０３％０４mL１個

科研製薬 眼科用剤 精製ヒアルロン酸ナトリウム点眼液１回

１滴、１日５～６回点眼、適宜増減、通常は０１％製剤を

投与し重症疾患等で効果不十分の場合０３％製剤を

投与 角結膜上皮障害治療用点眼剤 ０４mL包装

１３１９

６４０ アイスフラット懸濁用配合顆粒 １g 長生堂製薬 日本
ジェネリック

制酸剤 乾燥水酸化アルミニウムゲル４４８mg酸化ア

ルミニウムとして２２４mg、水酸化マグネシウム

４００mg１g中 １日１６～４８gを数回に分割、用時１gを

約１０mLの水に懸濁又はそのまま経口投与 消化性

潰瘍・胃炎治療剤

２３４９

１５５３６０ アイセントレス錠４００mg ４００mg１錠 MSD 抗ウイルス剤 ラルテグラビルカリウム錠 ラルテ

グラビルとして４００mgを１日２回経口投与、食事の有

無にかかわらず投与可、必ず他の抗HIV薬と併用

HIV感染症 HIVインテグラーゼ阻害剤

６２５０

８４８０ アイドロイチン１％点眼液 １％５mL１瓶 参天製薬 眼科用剤 コンドロイチン硫酸エステルナトリウム

１０mg１mL中 １日２～４回、１回１～２滴点眼 角膜表層

の保護 角膜保護点眼剤

１３１９

８７２０ アイドロイチン３％点眼液 ３％５mL１瓶 参天製薬 眼科用剤 コンドロイチン硫酸エステルナトリウム

３０mg１mL中 １日２～４回、１回１～２滴点眼 角膜表層

の保護

１３１９

９９０ アイトロール錠１０mg １０mg１錠 トーアエイヨー
アステラス

血管拡張剤 一硝酸イソソルビドとして１回２０mg１

日２回を経口投与、適宜増減、効果不十分時１回４０mg１

日２回迄増量可、労作狭心症又は労作兼安静狭心症

で発作回数及び運動耐容能の面で重症:１回４０mg１日

２回投与可 狭心症治療用ISMN製剤

２１７１

１４５０ アイトロール錠２０mg ２０mg１錠 トーアエイヨー
アステラス

血管拡張剤 一硝酸イソソルビドとして１回２０mg１

日２回を経口投与、適宜増減、効果不十分時１回４０mg１

日２回迄増量可、労作狭心症又は労作兼安静狭心症

で発作回数及び運動耐容能の面で重症:１回４０mg１日

２回投与可 狭心症治療用ISMN製剤

２１７１

３７２０ アイピーディカプセル５０
５０mg１カプセル

大鵬薬品工業 アレルギー用剤 スプラタストトシル酸塩として１

回１００mgを１日３回毎食後に経口投与、適宜増減 気管

支喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎 ア

レルギー性疾患治療剤

４４９０

４４１０ アイピーディカプセル１００
１００mg１カプセル

大鵬薬品工業 アレルギー用剤 スプラタストトシル酸塩として１

回１００mgを１日３回毎食後に経口投与、適宜増減 アレ

ルギー性疾患治療剤

４４９０

５２３０ アイピーディドライシロップ５％
５％１g

大鵬薬品工業 アレルギー用剤 スプラタストトシル酸塩として

気管支喘息:小児には１回３mgkgを１日２回朝食後・夕

食後に用時溶解して経口投与、適宜増減、１日投与量

は成人通常１日用量３００mgドライシロップとして

６gを超えない、標準投与量はドライシロップとし

て１回量３歳以上５歳未満:０７５g、５歳以上１１歳未満

:１５g、１１歳以上:２０g、１日２回朝食後及び夕食後、用

時溶解

４４９０

４５０７０ アイファガン点眼液０１％ ０１％１mL 千寿製薬 武田薬品 眼科用剤 ブリモニジン酒石酸塩１mg１mL中 緑

内障・高眼圧症で他の緑内障治療薬が効果不十分又

は使用できない場合:１回１滴、１日２回点眼 ドレナリ

ンα２受容体作動薬 緑内障・高眼圧症治療剤

１３１９

１４８６０ アイミクス配合錠HD １錠 大日本住友製薬 大
日本住友、塩野義

血圧降下剤 イルベサルタン１００mg・アムロジピン

１０mgアムロジピンベシル酸塩１３８７mg １錠中

高血圧症:成人１日１回１錠を経口投与、本剤は高血

圧治療の第一選択薬として用いない 長時間作用型

ARB持続性Ca拮抗薬配合剤

２１４９

１２８２０ アイミクス配合錠LD １錠 大日本住友製薬 大
日本住友、塩野義

血圧降下剤 イルベサルタン１００mg・アムロジピン

５mgアムロジピンベシル酸塩６９３mg １錠中 高

血圧症:成人１日１回１錠を経口投与、本剤は高血圧

治療の第一選択薬として用いない

２１４９

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類
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ア

内・外・歯 アセ

８２０ アセトアミノフェン細粒２０％ タツミ
２０％１g

辰巳化学 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして鎮痛:

成人１回３００～１０００mg、投与間隔４～６時間以上、適宜

増減、１日総量４０００mg限度、急性上気道炎 急性気管

支炎を伴う急性上気道炎を含む 解熱鎮痛:１回３００

～５００mgを頓用、適宜増減、原則１日２回迄、１日最大

１５００mg限度、小児科領域解熱・鎮痛:１回１０～１５mg

kgを経口投与、投与間隔４～６時間以上、適宜増減、１

日総量６０mgkg限度、成人用量を超えない、空腹時投

与は避けさせる 解熱鎮痛剤 劇薬 分包品を除

く

１１４１

８２０ アセトアミノフェン細粒２０％ TYK
２０％１g

大正薬品 テバ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして鎮痛:

成人１回３００～１０００mg、投与間隔４～６時間以上、適宜

増減、１日総量４０００mg限度、急性上気道炎 急性気管

支炎を伴う急性上気道炎を含む 解熱鎮痛:１回３００

～５００mgを頓用、適宜増減、原則１日２回迄、１日最大

１５００mg限度、小児科領域解熱・鎮痛:１回１０～１５mg

kgを経口投与、投与間隔４～６時間以上、適宜増減、１

日総量６０mgkg限度、成人用量を超えない、空腹時投

与は避けさせる 解熱鎮痛剤 劇薬 分包品を除

く

１１４１

８２０ アセトアミノフェン細粒２０％JG
２０％１g

長生堂製薬 日本
ジェネリック

解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして鎮痛:

成人１回３００～１０００mg、投与間隔４～６時間以上、適宜

増減、１日総量４０００mg限度、急性上気道炎 急性気管

支炎を伴う急性上気道炎を含む 解熱鎮痛:１回３００

～５００mgを頓用、適宜増減、原則１日２回迄、１日最大

１５００mg限度、小児科領域解熱・鎮痛:１回１０～１５mg

kgを経口投与、投与間隔４～６時間以上、適宜増減、１

日総量６０mgkg限度、成人用量を超えない、空腹時投

与は避けさせる 解熱鎮痛剤 劇薬 分包品を除

く

１１４１

１９３０★ アセトアミノフェン坐剤小児用５０mg 日新
５０mg１個

日新製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１

１９３０★ アセトアミノフェン坐剤小児用５０mgJG
５０mg１個

長生堂製薬 日本
ジェネリック

解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１

１９３０★ アセトアミノフェン坐剤小児用５０mgTYK
５０mg１個

大正薬品 テバ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない

１１４１

１９３０★ アセトアミノフェン坐剤小児用１００mg 日新
１００mg１個

日新製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１

１９３０★ アセトアミノフェン坐剤小児用１００mgJG
１００mg１個

長生堂製薬 日本
ジェネリック

解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１

１９３０★ アセトアミノフェン坐剤小児用１００mgTYK
１００mg１個

大正薬品 テバ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１

１９９０ アセトアミノフェン坐剤小児用２００mg 日新
２００mg１個

日新製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない

１１４１

１９９０ アセトアミノフェン坐剤小児用２００mgJG
２００mg１個

長生堂製薬 日本
ジェネリック

解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない

１１４１

１９９０ アセトアミノフェン坐剤小児用２００mgTYK
２００mg１個

大正薬品 テバ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない

１１４１

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類

後劇

後劇

後劇

外

外

外

外

外

外

後外

後外

後外
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ア

内・外・歯 アル

４４３０ アルギU配合顆粒 １g EAファーマ 代謝性医薬品 L アルギニン塩酸塩６０５mg・L アル

ギニン５００mg１３g中 １日量体重１kg当たり０１５～

０５０gを３～６分服 尿素サイクル異常症薬

３９９９

６６０ アルクレイン内用液５％ １０mL 鶴原製薬 消化性潰瘍用剤 アルギン酸ナトリウムとして１回

１～３g本剤２０～６０mL を１日３～４回、空腹時に経口

投与、適宜増減 逆流性食道炎・消化性潰瘍用剤

２３２９

１８８７０ アルケラン錠２mg ２mg１錠 アスペンジャパン 抗多発性骨髄腫剤 メルファランとして２～１２mg

を１日１回連日又は４～１０日間 総量４０～６０mg投与

等、適宜用量を増減又は休薬 抗多発性骨髄腫剤

４２１９

６４０ アルサルミン細粒９０％ ９０％１g 中外製薬 消化性潰瘍用剤 スクラルファート水和物 ショ糖

硫酸エステルアルミニウム塩９００mg１g中 成人１

回１～１２gずつ１日３回経口投与、適宜増減 胃炎・消

化性潰瘍治療剤

２３２９

３３０ アルサルミン内用液１０％ １０％１mL 中外製薬 消化性潰瘍用剤 スクラルファート水和物懸濁剤

１回１０mLを１日３回経口投与、内服分包製剤１包

１０mL 有

２３２９

５６０ アルジオキサ顆粒１０％ トーワ
１０％１g

東和薬品 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分割経口投与、適宜増減 胃・十二

指腸潰瘍治療剤

２３２９

６２０ アルジオキサ顆粒２０％ 日医工
２０％１g

日医工 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分服、適宜増減 胃・十二指腸潰瘍

治療剤

２３２９

７４０ アルジオキサ顆粒２５％ ツルハラ
２５％１g

鶴原製薬 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分服、適宜増減 胃・十二指腸潰瘍

治療剤

２３２９

６２０ アルジオキサ顆粒５０％ ツルハラ
５０％１g

鶴原製薬 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分服、適宜増減 胃・十二指腸潰瘍

治療剤

２３２９

６２０ アルジオキサ顆粒５０％ YD ５０％１g 陽進堂 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分服、適宜増減 胃・十二指腸潰瘍

治療剤

２３２９

５６０ アルジオキサ錠１００mg イセイ
１００mg１錠

コーアイセイ 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分割経口投与、適宜増減

２３２９

５６０ アルジオキサ錠１００mg ツルハラ
１００mg１錠

鶴原製薬 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分割経口投与、適宜増減

２３２９

５６０ アルジオキサ錠１００mg トーワ
１００mg１錠

東和薬品 消化性潰瘍用剤 アルジオキサとして１日３００～

４００mgを３～４回に分割経口投与、適宜増減

２３２９

５８０ アルシオドールカプセル０２５μg
０２５μg１カプセル

シオノケミカル ビタミンD剤 アルファカルシドールとして小児に

対しては骨粗鬆症の場合には１日１回００１～００３μg

kgを、その他の疾患の場合には１日１回００５～０１μg

kgを経口投与、適宜増減 Ca・骨代謝改善剤

３１１２

５８０ アルシオドールカプセル０５μg
０５μg１カプセル

シオノケミカル ポーラフ
ァルマ、ファイザー、辰巳
化学、シオノケミカル

ビタミンD剤 アルファカルシドールとして副甲状

腺機能低下症、その他のビタミンD代謝異常に伴う

疾患:１日１回１０～４０μgを経口投与、適宜増減

３１１２

８９０ アルシオドールカプセル１μg
１μg１カプセル

シオノケミカル ポーラファ
ルマ、辰巳化学、ファイザー

ビタミンD剤 アルファカルシドールとして副甲状

腺機能低下症、その他のビタミンD代謝異常に伴う

疾患:１日１回１０～４０μgを経口投与、適宜増減

３１１２

２２５０ アルシオドールカプセル３μg
３μg１カプセル

シオノケミカル ビタミンD剤 アルファカルシドールとして副甲状

腺機能低下症、その他のビタミンD代謝異常に伴う

疾患:１日１回１０～４０μgを経口投与、適宜増減

３１１２

１９１０ アルジキサール錠５ ５mg１錠 テバ製薬 アレルギー用剤 ペミロラストカリウムとしてア

レルギー性鼻炎:１回５mgを１日２回、朝食後及び夕食

後 又は就寝前 経口投与

４４９０

３７１０ アルジキサール錠１０ １０mg１錠 テバ製薬 アレルギー用剤 ペミロラストカリウムとして気

管支喘息:成人１回１０mgを１日２回朝食後及び夕食後

又は就寝前 、小児:５歳以上１１歳未満１回５mg１日２

回、１１歳以上１回１０mg１日２回経口投与 アレルギー性

疾患治療剤

４４９０

１２７９４０ アルスロマチック関節手術用灌流液
３L１袋

バクスター 関節手術用灌流洗浄液 乳酸リンゲル液:塩化ナ

トリウム１８g・塩化カリウム０９g・塩化カルシウム

０６g・乳酸ナトリウム９３g １バッグ３０００mL 中

関節手術用灌流・洗浄液

３３９９

１７４０ アルセチン錠５ ５mg１錠 テバ製薬 高脂血症用剤 プラバスタチンナトリウムとして１

日１０mgを１回又は２回に分け経口投与、適宜増減、重

症:１日２０mg迄増量可 HMGCoA還元酵素阻害剤・

高脂血症治療剤

２１８９

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類
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カ

カル 内・外・歯

１１４０ カルボシステインDS５０％ トーワ
５０％１g

東和薬品 去痰剤 L カルボシステイン５００mg１g中 カルボ

システインとして幼・小児に体重kg当たり１回１０mg

本剤００２gを用時懸濁、成人１回５００mg本剤１０g

用時懸濁、１日３回経口投与、適宜増減

２２３３

７６０ カルミサールカプセル０２５
０２５μg１カプセル

鶴原製薬 ビタミンD剤 カルシトリオールとして慢性腎不

全:１日１回０２５～０７５μg、骨粗鬆症:１日０５μgを２回

に分けて、経口投与、適宜増減

３１１２

１１６０ カルミサールカプセル０５
０５μg１カプセル

鶴原製薬 ビタミンD剤 カルシトリオールとして副甲状腺機

能低下症、その他のビタミンD代謝異常に伴う疾患

:１日１回０５～２０μgを経口投与

３１１２

７２０ カルメロースナトリウム １g 局方品 緩下剤 カルメロースナトリウムとして１日量１５～

６gを多量の水で３分服

２３５９

７２０ カルメロースナトリウム原末 マルイシ
１g

丸石製薬 緩下剤 カルメロースナトリウムとして１日量１５～

６gを多量の水で３分服

２３５９

３３０７０ カレトラ配合錠 １錠 アッヴィ 抗ウイルス剤 ロピナビル２００mg・リトナビル５０mg

１錠中 ロピナビル・リトナビルとして１回

４００mg・１００mg ２錠 を１日２回、又は１回

８００mg・２００mg ４錠 を１日１回経口投与、体重４０kg

以上の小児にはロピナビル・リトナビルとして１回

４００mg・１００mg ２錠 を１日２回投与可、食事の有無

にかかわらず投与可 HIV感染症 抗ウイルス化学

療法剤

６２５０

１４７４０ カレトラ配合内用液 １mL アッヴィ 抗ウイルス剤 ロピナビル８０mg・リトナビル２０mg

１mL中 ロピナビル・リトナビルとして１回

４００mg・１００mg ５mL を１日２回食後経口投与、小

児:体重７kg以上１５kg未満で１kgあたり１２mg・３mg、

１５kg以上４０kg以下で１kgあたり１０mg・２５mgを１日２

回食後経口投与、最大投与量は４００mg・１００mg

５mL １日２回投与 HIV感染症 抗ウイルス化学

療法剤

６２５０

１４６０ カロコン １０g 局方品 生薬 カロコン ５１００

１４６０ カロコンダイコーM １０g 大晃生薬 生薬 カロコン ５１００

７２０ カロナール原末 １g あゆみ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして鎮痛:

成人１回３００～１０００mg、投与間隔４～６時間以上、適宜

増減、１日総量４０００mg限度、急性上気道炎 急性気管

支炎を伴う急性上気道炎を含む 解熱鎮痛:１回３００

～５００mgを頓用、適宜増減、原則１日２回迄、１日最大

１５００mg限度、小児科領域解熱・鎮痛:１回１０～１５mg

kgを経口投与、投与間隔４～６時間以上、適宜増減、１

日総量６０mgkg限度、成人用量を超えない、空腹時投

与は避けさせる

１１４１

８２０ カロナール細粒２０％ ２０％１g あゆみ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして鎮痛:

成人１回３００～１０００mg、投与間隔４～６時間以上、適宜

増減、１日総量４０００mg限度、急性上気道炎 急性気管

支炎を伴う急性上気道炎を含む 解熱鎮痛:１回３００

～５００mgを頓用、適宜増減、原則１日２回迄、１日最大

１５００mg限度、小児科領域解熱・鎮痛:１回１０～１５mg

kgを経口投与、投与間隔４～６時間以上、適宜増減、１

日総量６０mgkg限度、成人用量を超えない、空腹時投

与は避けさせる 解熱鎮痛剤 劇薬 分包品を除

く

１１４１

９８０ カロナール細粒５０％ ５０％１g あゆみ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして鎮痛:

成人１回３００～１０００mg、投与間隔４～６時間以上、適宜

増減、１日総量４０００mg限度、急性上気道炎 急性気管

支炎を伴う急性上気道炎を含む 解熱鎮痛:１回３００

～５００mgを頓用、適宜増減、原則１日２回迄、１日最大

１５００mg限度、小児科領域解熱・鎮痛:１回１０～１５mg

kgを経口投与、投与間隔４～６時間以上、適宜増減、１

日総量６０mgkg限度、成人用量を超えない、空腹時投

与は避けさせる 解熱鎮痛剤 劇薬０６g分包品を

除く

１１４１

１９３０ ☆ カロナール坐剤小児用５０ ５０mg１個 あゆみ製薬 解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１

１９３０ ☆ カロナール坐剤１００ １００mg１個 あゆみ製薬 あゆ
み製薬、高田製薬

解熱鎮痛消炎剤 アセトアミノフェンとして乳児・

幼児・小児:１回１０～１５mgkgを直腸内に挿入、投与間

隔４～６時間以上、１日総量６０mgkg限度、成人の用量

を超えない 小児用解熱鎮痛剤

１１４１
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サ

サア 内・外・歯

６５２０ サアミオン散１％ １％１g 田辺三菱製薬 循環器官用剤 ニセルゴリンとして１日量１５mgを３

回に分けて経口投与、適宜増減 脳循環・代謝改善

剤 脳梗塞後遺症に伴う慢性脳循環障害による意

欲低下の改善

２１９０

２９５０ サアミオン錠５mg ５mg１錠 田辺三菱製薬 循環器官用剤 ニセルゴリンとして１日量１５mgを３

回に分けて経口投与、適宜増減 脳循環・代謝改善

剤

２１９０

８６３００ ザイアジェン錠３００mg ３００mg１錠 ヴィーブヘルスケア グ
ラクソスミスクライン

抗ウイルス剤 アバカビル硫酸塩３５１mgアバカビ

ルとして３００mg １錠中 アバカビルとして１日量

６００mgを１日１回又は２回に分けて経口投与、適宜減

量、他の抗HIV薬と併用 HIV感染症 抗ウイルス

化学療法剤

６２５０

３３３９０ サイクロセリンカプセル２５０mg 明治
２５０mg１カプセル

MeijiSeikaファ
ルマ

抗生物質製剤 サイクロセリンとして１回２５０mg力

価 を１日２回経口投与、適宜減量、原則として他の抗

結核薬と併用 抗結核性抗生物質製剤

６１６２

４５３０ サイコ １０g 局方品 生薬 サイコ ５１００

４５３０ サイコM永大 １０g 永大薬業 生薬 サイコ ５１００

４５３０ サイコダイコーM １０g 大晃生薬 生薬 サイコ ５１００

９６４０ ザイザル錠５mg ５mg１錠 グラクソスミス
クライン

アレルギー用剤 レボセチリジン塩酸塩として成

人:１回５mgを１日１回就寝前経口投与、適宜増減、最高

投与量１日１０mg、７歳以上１５歳未満小児:１回２５mgを

１日２回朝食後・就寝前経口投与 白色の両面に割線

有楕円形フィルムコーティング錠 持続性アレル

ギー性疾患治療剤

４４９０

１７９０ ザイザルシロップ００５％ ００５％１mL グラクソスミス
クライン

アレルギー用剤 レボセチリジン塩酸塩０５mg

１mL中 レボセチリジン塩酸塩として成人１回５mg

１０mL を１日１回就寝前経口投与、適宜増減、最高投

与量１日１０mg２０mL 、小児６ヵ月以上１歳未満１回

１２５mg２５mL を１日１回、１歳以上７歳未満１回

１２５mg２５mL を１日２回朝食後・就寝前、７歳以上１５

歳未満１回２５mg５mL を１日２回朝食後・就寝前経口

投与 持続性選択H１受容体拮抗・アレルギー性疾患

治療剤

４４９０

７０７０ サイシン １０g 局方品 生薬 サイシン ５１００

７０７０ サイシンM永大 １０g 永大薬業 生薬 サイシン ５１００

７０７０ サイシンダイコーM １０g 大晃生薬 生薬 サイシン ５１００

４４８１０ サイスタダン原末 １g レクメド ホモシスチン尿症治療剤 ベタイン１g本剤１g中

経口用散剤 ベタインとして１１歳以上には１回３g、

１１歳未満には１回５０mgkgを１日２回経口投与、患者の

状態、血漿中総ホモシステイン値、血漿中メチオニ

ン値等を参考に適宜増減 ホモシスチン尿症治療

剤

３９９９

３６９０９０ ザイティガ錠２５０mg ２５０mg１錠 ヤンセンファーマ 抗悪性腫瘍剤 アビラテロン酢酸エステル２５０mg１

錠中 アビラテロン酢酸エステルとして去勢抵抗

性前立腺癌:成人には１日１回１０００mgをプレドニゾロ

ンとの併用において空腹時に経口投与 前立腺癌治

療剤 CYP１７阻害剤

４２９１

１９６０ サイトテック錠１００ １００μg１錠 ファイザー 科
研製薬

消化性潰瘍用剤 ミソプロストールとして１回

２００μgを１日４回 毎食後及び就寝前 経口投与、適宜

増減 抗NSAID潰瘍剤

２３２９

３４３０ サイトテック錠２００ ２００μg１錠 ファイザー 科
研製薬

消化性潰瘍用剤 ミソプロストールとして１回

２００μgを１日４回 毎食後及び就寝前 経口投与、適宜

増減 抗NSAID潰瘍剤

２３２９

８４２０ サイプレジン１％点眼液 １％１mL 参天製薬 散瞳剤 シクロペントラート塩酸塩点眼液１日１回１

滴宛点眼、または１滴点眼後５～１０分して更に１滴を

点眼 屈折能検査点眼剤

１３１１

１１８０ サイベース軟膏００５％ ００５％１g 前田薬品 佐藤製薬 副腎皮質ホルモン剤 ジフルプレドナート０５mg

１g中 油脂性軟膏 １日１～数回適量を患部に塗布

２６４６

１１８０ サイベースローション００５％
００５％１g

前田薬品 佐藤製薬 副腎皮質ホルモン剤 ジフルプレドナート 乳剤

性ローション剤 ノンアルコールタイプ １日１～

数回適量を患部に塗布

２６４６

１１１０３００ ザイボックス錠６００mg ６００mg１錠 ファイザー 合成抗菌剤 リネゾリドとして成人及び１２歳以上の

小児１日１２００mgを２回に分け、１回６００mgを１２時間毎

経口投与、１２歳未満小児１回１０mgkgを８時間毎経口

投与、１回投与量として６００mgを超えない オキサゾ

リジノン系合成抗菌剤 各種感染症・MRSA 敗血

症、深在性皮膚感染症、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び

手術創等の二次感染、肺炎

６２４９

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類
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セ

内・外・歯 セレ

１０５７０ セレコックス錠２００mg ２００mg１錠 アステラス製薬 解熱鎮痛消炎剤 セレコキシブとして変形性関節

症、腰痛症、肩関節周囲炎、頸肩腕症候群、腱・腱鞘

炎:１回１００mgを１日２回、朝・夕食後に経口投与、手術

後、外傷後並びに抜歯後の消炎・鎮痛:成人初回のみ

４００mg、２回目以降は１回２００mgとして１日２回経口投

与、投与間隔６時間以上あける、頓用:初回のみ

４００mg、必要に応じ以降は２００mgを６時間以上あけて

経口投与、１日２回迄 非ステロイド性消炎・鎮痛剤

COX２選択的阻害剤

１１４９

１０４２３０ セレジスト錠５mg ５mg１錠 田辺三菱製薬 中枢神経系用剤 タルチレリン水和物として成人

には１回５mg、１日２回 朝・夕 食後に経口投与、適宜増

減 脊髄小脳変性症における運動失調の改善 経口

脊髄小脳変性症治療剤

１１９０

１０４２３０ セレジストOD錠５mg ５mg１錠 田辺三菱製薬 中枢神経系用剤 タルチレリン水和物として成人

には１回５mg、１日２回 朝・夕 食後に経口投与、適宜増

減 脊髄小脳変性症における運動失調の改善

１１９０

５６０ セレスターナ配合錠 １錠 小林化工 小林化
工、ファイザー

副腎ホルモン剤 ベタメタゾン０２５mg・dクロル

フェニラミンマレイン酸塩２mg１錠中 １回１～２錠１

日１～４回、適宜増減

２４５９

９９０ セレスタミン配合錠 １錠 高田製薬 副腎ホルモン剤 ベタメタゾン０２５mg・dクロル

フェニラミンマレイン酸塩２mg１錠中 １回１～２錠１

日１～４回、適宜増減 蕁麻疹 慢性例を除く 、湿疹・

皮膚炎群の急性期及び急性増悪期、薬疹、アレル

ギー性鼻炎

２４５９

５２０ セレスタミン配合シロップ １mL 高田製薬 副腎ホルモン剤 ベタメタゾン０２５mg・dクロル

フェニラミンマレイン酸塩２mg５mL中 成人１回５

～１０mL１日１～４回、小児１回５mL１日１～４回 漫然と

使用するべきではない

２４５９

４０００ セレナール散１０％ １０％１g 第一三共 催眠鎮静抗不安剤 オキサゾラムとして麻酔前投

薬:１～２mgkgを就寝前又は手術前経口投与、適宜増

減

１１２４

５６０ セレナール錠５ ５mg１錠 第一三共 催眠鎮静抗不安剤 オキサゾラムとして１回１０～

２０mgを１日３回経口投与 マイナートランキライ

ザー

１１２４

５７０ セレナール錠１０ １０mg１錠 第一三共 催眠鎮静抗不安剤 オキサゾラムとして１回１０～

２０mgを１日３回経口投与 マイナートランキライ

ザー

１１２４

３６７０ セレニカR顆粒４０％ ４０％１g 興和 興和創薬、
田辺三菱

抗てんかん剤 バルプロ酸ナトリウムとして１日量

４００～１２００mgを１日２～３分服、適宜増減 抗てんかん

剤、躁病・躁状態治療剤 、片頭痛発作の発症抑制

:４００～８００mgを１日２～３分服、適宜増減、１日量

１０００mgを超えない

１１３９

２２１０ セレニカR錠２００mg ２００mg１錠 興和 興和創薬、
田辺三菱

抗てんかん剤 バルプロ酸ナトリウムとして１日量

４００～１２００mgを１日１回経口投与、適宜増減 抗てんか

ん剤・躁状態治療剤 、片頭痛発作の発症抑制:４００～

８００mgを１日１回経口投与、適宜増減、１日量１０００mgを

超えない

１１３９

３６３０ セレニカR錠４００mg ４００mg１錠 興和 興和創薬、
田辺三菱

抗てんかん剤 バルプロ酸ナトリウムとして１日量

４００～１２００mgを１日１回経口投与、適宜増減 抗てんか

ん剤・躁状態治療剤 、片頭痛発作の発症抑制:４００～

８００mgを１日１回経口投与、適宜増減、１日量１０００mgを

超えない

１１３９

４５４０ セレネース細粒１％ １％１g 大日本住友製薬 精神神経用剤 ハロペリドールとして１日０７５～

２２５mgから徐々に増量、維持量１日３～６mg、適宜増

減 抗精神病剤

１１７９

７８０ セレネース錠０７５mg ０７５mg１錠 大日本住友製薬 精神神経用剤 ハロペリドールとして１日０７５～

２２５mgから徐々に増量、維持量１日３～６mg、適宜増

減 抗精神病剤

１１７９

７８０ セレネース錠１mg １mg１錠 大日本住友製薬 精神神経用剤 ハロペリドールとして１日０７５～

２２５mgから徐々に増量、維持量１日３～６mg、適宜増

減 抗精神病剤

１１７９

９４０ セレネース錠１５mg １５mg１錠 大日本住友製薬 精神神経用剤 ハロペリドールとして１日０７５～

２２５mgから徐々に増量、維持量１日３～６mg、適宜増

減 抗精神病剤

１１７９

９９０ セレネース錠３mg ３mg１錠 大日本住友製薬 精神神経用剤 ハロペリドールとして１日０７５～

２２５mgから徐々に増量、維持量１日３～６mg、適宜増

減 抗精神病剤

１１７９

２０８０ セレネース内服液０２％ ０２％１mL 大日本住友製薬 精神神経用剤 ハロペリドールとして１日０７５～

２２５mgから徐々に増量、維持量１日３～６mg、適宜増

減 抗精神病剤

１１７９

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類
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ソ

ソニ 内・外・歯

１８１０ ゾニサミド錠１００mg アメル
１００mg１錠

共和薬品 抗てんかん剤 ゾニサミドとして最初１日１００～

２００mgを１～３回に分服、以後１～２週毎に増量して通

常１日量２００～４００mg迄漸増し、１～３回に分割経口投

与、最高１日量は６００mg迄 抗てんかん剤

１１３９

４２２３９６０ ソバルディ錠４００mg ４００mg１錠 ギリアドサイエンシズ 抗ウイルス剤 ソホスブビルとして成人には４００mg

を１日１回１２週間リバビリンとの併用において経口

投与 セログループ２ジェノタイプ２のC型慢性肝

炎又はC型代償性肝硬変におけるウイルス血症の改

善 抗ウイルス剤

６２５０

６１０ ゾピクロン７５mg錠 ７５mg１錠 統一名収載品 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして不眠症:７５

～１０mgを就寝前に経口投与、適宜増減、１０mgを超え

ないこと

１１２９

６１０ ゾピクロン錠７５mg アメル
７５mg１錠

共和薬品 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして不眠症:７５

～１０mgを就寝前に経口投与、適宜増減、１０mgを超え

ないこと

１１２９

７９０ ゾピクロン錠７５mg サワイ
７５mg１錠

沢井製薬 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして不眠症:７５

～１０mgを就寝前に経口投与、適宜増減、１０mgを超え

ないこと

１１２９

７９０ ゾピクロン錠７５mg トーワ
７５mg１錠

東和薬品 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして不眠症:７５

～１０mgを就寝前に経口投与、適宜増減、１０mgを超え

ないこと

１１２９

７９０ ゾピクロン錠７５mgTCK ７５mg１錠 辰巳化学 辰巳、日
本ジェネリック

催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして不眠症:７５

～１０mgを就寝前に経口投与、適宜増減、１０mgを超え

ないこと

１１２９

７１０ ゾピクロン１０mg錠 １０mg１錠 統一名収載品 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして麻酔前投与

:７５～１０mgを就寝前又は手術前に経口投与、１０mg

を超えない 睡眠障害改善剤

１１２９

７１０ ゾピクロン錠１０mg アメル １０mg１錠 共和薬品 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして麻酔前投与

:７５～１０mgを就寝前又は手術前に経口投与、１０mg

を超えない 睡眠障害改善剤

１１２９

９６０ ゾピクロン錠１０mg サワイ １０mg１錠 沢井製薬 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして麻酔前投与

:７５～１０mgを就寝前又は手術前に経口投与、１０mg

を超えない 睡眠障害改善剤

１１２９

７１０ ゾピクロン錠１０mg トーワ １０mg１錠 東和薬品 催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして麻酔前投与

:７５～１０mgを就寝前又は手術前に経口投与、１０mg

を超えない 睡眠障害改善剤

１１２９

７１０ ゾピクロン錠１０mgTCK １０mg１錠 辰巳化学 辰巳、日
本ジェネリック

催眠鎮静抗不安剤 ゾピクロンとして麻酔前投与

:７５～１０mgを就寝前又は手術前に経口投与、１０mg

を超えない 睡眠障害改善剤

１１２９

３４１５０ ゾビラックス顆粒４０％ ４０％１g グラクソスミス
クライン

抗ウイルス剤 アシクロビル４００mg１g中 アシク

ロビルとして１回成人単純疱疹等:２００mg、帯状疱疹

:８００mgを１日５回経口投与、小児 単純疱疹等:１回

２０mgkgを１日４回、１回最高用量は２００mg、帯状疱疹

等:１回２０mgkgを１日４回、１回最高用量は８００mg

６２５０

５４１５０ ゾビラックス眼軟膏３％ ３％１g グラクソスミスクライン 参天
製薬、グラクソスミスクライン

眼科用剤 アシクロビル 単純ヘルペスウイルスに

起因する角膜炎:適量を１日５回塗布、適宜回数を減

じる ヘルペス性角膜炎化学療法剤

１３１９

３０５７０ ゾビラックスクリーム５％ ５％１g グラクソスミス
クライン

抗ウイルス剤 アシクロビル５０mg１g中 白色の滑

らかなクリーム剤 単純疱疹:適量を１日数回塗布

抗ヘルペスウイルス外用剤

６２５０

２２１８０ ゾビラックス錠２００ ２００mg１錠 グラクソスミス
クライン

抗ウイルス剤 アシクロビルとして単純疱疹:１回

成人２００mgを１日５回経口投与、造血幹細胞移植にお

ける単純ヘルペスウイルス感染症 単純疱疹 の発

症抑制:２００mgを１日５回造血幹細胞移植施行７日前よ

り施行後３５日迄経口投与、適宜増減 小児 通常、１回

２０mgkg、１日４回、１回最高用量２００mg帯状疱疹

８００mg 抗ウイルス化学療法剤

６２５０

３５２３０ ゾビラックス錠４００ ４００mg１錠 グラクソスミス
クライン

抗ウイルス剤 アシクロビルとして帯状疱疹:１回

成人８００mgを１日５回経口投与、小児:１回２０mgkgを１

日４回経口投与、１回最高用量８００mg、適宜増減 抗ウ

イルス化学療法剤

６２５０

３０５７０ ゾビラックス軟膏５％ ５％１g グラクソスミス
クライン

抗ウイルス剤 アシクロビル５０mg１g中 白色の軟

膏剤 単純疱疹:適量を１日数回塗布 抗ヘルペスウ

イルス外用剤

６２５０

８４０ ソファルコン細粒１０％ サワイ
１０％１g

沢井製薬 消化性潰瘍用剤 ソファルコンとして１回１００mgを

１日３回経口投与、適宜増減 粘膜保護・組織修復 胃

炎・胃潰瘍治療剤

２３２９

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類

後劇 処

先 処

後処 統

後処 統

後処

後処

後処

後処 統

後処 統

後処

後処 統

後処 統

先
局

処

先
局

外

先 外

先
局

処

先
局

処

先
局

外

後
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ハ

内・外・歯 ハフ

５６０ バファリン配合錠A８１ ８１mg１錠 ライオン エーザイ 抗血小板剤 アスピリン８１mg・ダイアルミネート

ジヒドロキシアルミニウム アミノアセテート

１１mg及び炭酸マグネシウム２２mg３３mg１錠中 １

日１回１錠経口投与、１回４錠迄増量可、川崎病急性期

有熱期間:アスピリンとして１日体重１kgあたり３０～

５０mgを３分割、回復期から慢性期アスピリンとして１

日体重１kgあたり３～５mgを１回経口投与 抗血小板

剤 アスピリン・ダイアルミネートをそれぞれ別の

層に配合した二層錠・オレンジの淡橙色の素錠

３３９９

５７０ バファリン配合錠A３３０ ３３０mg１錠 ライオン エーザイ 解熱鎮痛消炎剤 アスピリン３３０mg・ダイアルミ

ネート ジヒドロキシアルミニウム アミノアセ

テート５０mg及び炭酸マグネシウム１００mg１５０mg１

錠中 頭痛・歯痛・月経痛・感冒の解熱:成人１回２錠１

日２回、関節リウマチ・リウマチ熱・症候性神経痛:成

人１回２～４錠、１日２～３回経口投与 アスピリン、ダイ

アルミネートをそれぞれ別の層に配合した二層錠

１１４３

９６０ ハーフジゴキシンKY錠０１２５
０１２５mg１錠

京都薬品工業 トーア
エイヨー、アステラス

強心剤 ジゴキシンとして維持療法:１日０２５～

０５mgを経口投与 ジギタリス配糖体製剤 帯黄白

色素錠 割線入り

２１１３

５４７９６９０ ハーボニー配合錠 １錠 ギリアドサイエンシズ 抗ウイルス剤 レジパスビル９０mg・ソホスブビル

４００mg１錠中 成人１日１回１錠を１２週間経口投与 だ

いだい色のひし形のフィルムコーティング錠 セ

ログループ１ジェノタイプ１のC型慢性肝炎又はC

型代償性肝硬変におけるウイルス血症の改善 抗

ウイルス剤

６２５０

５３４０ ハマボウフウ １０g 局方品 生薬 ハマボウフウ ５１００

５３４０ ハマボウフウダイコーM １０g 大晃生薬 生薬 ハマボウフウ ５１００

５３４０ ハマボウフウM永大 １０g 永大薬業 生薬 ハマボウフウ ５１００

５６０ パミルコン錠１２５mg １２５mg１錠 大正薬品 テバ
製薬、日本化薬

糖尿病用剤 グリベンクラミドとして１日量１２５mg

～２５mg、適宜増量、維持量決定、１日最高投与量

１０mg、１回投与:朝食前又は後、２回投与:朝夕それぞ

れ食前又は後 経口血糖降下剤

３９６１

５６０ パミルコン錠２５mg ２５mg１錠 大正薬品 テバ
製薬、日本化薬

糖尿病用剤 グリベンクラミドとして１日量１２５mg

～２５mg、適宜増量、維持量決定、１日最高投与量

１０mg、１回投与:朝食前又は後、２回投与:朝夕それぞ

れ食前又は後 経口血糖降下剤

３９６１

１３２０ バムスターS１００ １００％１０mL カイゲンファーマ バリウム塩製剤 硫酸バリウム X線造影剤 消

化管撮影

７２１２

２８６０ バムスターS２００ ２００％１０mL カイゲンファーマ バリウム塩製剤 硫酸バリウム X線造影剤 消

化管撮影

７２１２

１０００ ハーユロン軟膏０１％ ０１％１g 辰巳化学 副腎皮質ホルモン剤 酪酸プロピオン酸ヒドロコ

ルチゾン１mg１g中 白色～微黄色・軟膏 １日１～数

回、適量を患部に塗布

２６４６

２９９０ パラアミノサリチル酸カルシウム顆粒
１g

局方品 抗結核剤 パラアミノサリチル酸カルシウム水和物

として１日１０～１５gを２～３回に分割経口投与、他の抗

結核薬との併用が望ましい

６２２１

１０５０ パラオキシ安息香酸エチル １g 局方品 防腐剤 パラオキシ安息香酸エチル ７３１１

１０５０ パラオキシ安息香酸エチル １g 司生堂製薬 防腐剤 パラオキシ安息香酸エチル ７３１１

１０２０ パラオキシ安息香酸ブチル １g 局方品 防腐剤 パラオキシ安息香酸ブチル ７３１１

１０２０ パラオキシ安息香酸ブチル １g 司生堂製薬 防腐剤 パラオキシ安息香酸ブチル ７３１１

１９７０ パラオキシ安息香酸プロピル １g 局方品 防腐剤 パラオキシ安息香酸プロピル ７３１１

１９７０ パラオキシ安息香酸プロピル １g 司生堂製薬 防腐剤 パラオキシ安息香酸プロピル ７３１１

１０６１８０ バラクルード錠０５mg ０５mg１錠 ブリストルマイヤーズ 抗ウイルス剤 エンテカビル水和物０５３mgエンテ

カビル０５mg １錠中 エンテカビルとして０５mg

を１日１回、空腹時 食後２時間以降かつ次の食事の２

時間以上前 に経口投与、ラミブジン不応患者には

１mgを１日１回経口投与が推奨 B型肝炎ウイルスの

増殖を伴い肝機能の異常が確認されたB型慢性肝疾

患におけるB型肝炎ウイルスの増殖抑制 抗ウイル

ス化学療法剤

６２５０

２４０６０ バラシクロビル顆粒５０％ トーワ
５０％１g

東和薬品 抗ウイルス剤 バラシクロビル塩酸塩水和物

５５６２１mgバラシクロビルとして５００mg １g中 バ

ラシクロビルとして成人１回単純疱疹:５００mgを１日２

回、帯状疱疹:成人１０００mgを１日３回、性器ヘルペスの

再発抑制:５００mgを１日１回経口投与、水痘:成人１回

１０００mgを１日３回経口投与、小児１回２５mgkgを１日３

回経口投与、１回最高用量は１０００mg抗ウイルス化学

療法剤

６２５０

薬価 区分 品 名 規格単位 メーカー 薬 効 用 法 用 量 分類

後

準

局 劇 処

先 処

局

局

局

後劇 処

後劇 処

処

処

後外

局 処

局 外

局 外

局 外

局 外

局 外

局 外

先 劇

処

後処
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